
さいたま市立大牧小学校 

令 和 ３ 年 ３ 月 ８ 日  
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春
はる

野
や

菜
さい

を食
た

べよう！「ほろ苦
にが

さ」のパワー 

 

 

 

 

 

 

ぎょう  じ      むす                 しょく  じ 

日本
に ほ ん

には、冬至
と う じ

かぼちゃやおせち料理
りょうり

や七草
ななくさ

がゆなど、古
ふる

くから伝
つた

わる行
ぎょう

事
じ

と結
むす

びついた料
りょう

理
り

や食
た

べ物
もの

があります。行事食
ぎょうじしょく

には、人々
ひとびと

の健康
けんこう

や安全
あんぜん

な暮
く

らしへの願
ねが

い、自然
し ぜ ん

の恵
めぐ

みへの感謝
かんしゃ

な

どが込
こ

められています。３月
がつ

のひなまつりやお彼岸
ひ が ん

などの食
た

べ物
もの

もその１つです。昔
むかし

の人
ひと

の知恵
ち え

を

学
まな

び、伝統
でんとう

的
てき

な食
しょく

文化
ぶ ん か

を伝
つた

えていこうと給 食
きゅうしょく

でも行
ぎょう

事
じ

食
しょく

を入
い

れるようにしています。 

～春
はる

は気候
き こ う

も不安定
ふあんてい

で体調
たいちょう

を崩
くず

しがち、そんな季節
き せ つ

だから春
はる

野
や

菜
さい

のパワーをいただきましょう。～ 

春
はる

の野菜
や さ い

は、鮮
あざ

やかな緑色
みどりいろ

とやわらかさ、そして「ほろ苦
にが

さ」が特徴
とくちょう

です。 

 

（せり）   （菜の花）   （ふき）    （うど）   （うるい）   （こごみ） 

 ひなまつりにちなんで、ちらしずし、牛 乳
ぎゅうにゅう

、きびなごフライ、

すまし汁
じる

、さくらもちの献立
こんだて

に入
い

れました。 

 ちらしずしは華
はな

やかな料理
りょうり

で、えびやれんこんなど縁起
え ん ぎ

のよい

食
た

べ物
もの

を具
ぐ

に使
つか

っています。 

春
はる

の訪
おとず

れを感
かん

じさせてくれる桜
さくら

もちは、生地
き じ

を焼
や

いてあんこ

を包
つつ

み桜
さくら

葉
ば

でまいたものと粒々
つぶつぶ

の道明寺
どうみょうじ

粉
こ

がついているものと

２種類
しゅるい

あります。桜
さくら

の葉
は

はオオシマザクラという種類
しゅるい

です。 

塩
しお

漬
づ

けにすることで、独特
どくとく

の香
かお

りが生
う

まれます。 

お彼
ひ

岸
がん

は春
はる

と秋
あき

にあります。 

亡
な

くなった方
かた

をしのび、祖先
そ せ ん

を

敬
うやま

う行
ぎょう

事
じ

で、ぼたもちやおは

ぎをつくってお供
そな

えします。 

はまぐりの 

お吸
す

い物
もの

 

はまぐりは、同じ貝
かい

としか貝
かい

がらがぴったりあわないことか

ら、よい相
あい

手
て

とめぐり会
あ

い幸
しあわ

せ

にすごせますようにという願
ねが

い

が込
こ

められています。 

ぼたもち 

おはぎ 

４つの色
いろ

（赤
あか

・緑
みどり

・黄
き

色
いろ

・

白
しろ

）は、四季
し き

（春・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

）

をあらわしているといわれて

います。 

昔
むかし

から赤
あか

い色
いろ

には魔
ま

よけの

力
ちから

があるとされ、卒業
そつぎょう

や入学
にゅうがく

などお祝
いわ

いごとのときにお赤飯
せきはん

が出
だ

されます。 

おせきはん 

ひなあられ 


